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～講評～ 

【 1 】：ScienceNewsExplore の記事 Synthetic biology aims to tackle disease and give cells superpowers「合成生物学

が病気に立ち向かい、細胞に強大な力を与えようとしている」が出典元であり、「ナノテクノロジーを使って

体の損傷した部位を作ろうとする試みとその展望」についての英文であった。長文問題は内容も捉えやすく、

選択肢の判断に困る問題もなかった。 

【 2 】：大問【1】と同じく、ScienceNewsExplore の記事が出典元で、Music has the power to move us physically and 

emotionally. Here’s why「音楽には私たちを心身共に動かす力がある。その理由とは？」という題の記事であ

った。大問【1】と同じく、長文問題は内容も捉えやすく、選択肢の判断に困る問題もなかった。 

【 3 】：ステレオタイプについて描いた一連の英文を 1、2 文ごとに区切り、付された４つの下線部の文法・語法・

文脈上のミスを特定する問題。文脈的な意味の誤りを問うていたのは問 9 の 1 問だけで、その他は全て文法・

語法のミスが出題意図となっていた。問 2 が①rises では意味が通らず、arises にすると、「～の時にステレオ

タイプが生じる」となりスムーズな展開になるが、これはなかなか発想がしにくかったかもしれない。 

【 4 】：整序問題。倒置構文が出題されたりもしているが、標準的なレベルの出題で、日本語のリード文通りに英

文校正できるものばかりだったので、しっかりと得点したい。 

 

昨年と出題傾向・分量ともに変化なし。難易度は昨年と同じかやや取り組みやすかった印象である。合格には 70％

～75％をめざしたい。 

 


